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ま え が き

太陽コンサルタンツ株式会社は､社田法人海外農業開発コンサルタンツ協会(ADCA)の補

助金を得て､ 1989年6月6日から14日までの9日間にわたり､フィリピン共和国の

モデル酌農農村開発計画に関する事前調査を行なった｡

フィリピン共和国は1 9 8 6年のアキノ政権樹立以後先進各国の協力を得て経済を立て

直しながら､最も発展が遅れている農村の農地改革及び農村生活の向上計画に努力してい

る｡ 今回の事前調査は､上の一環として農業省次官(Mr C.G.GOZロN)から日本側に要請

したフィリピンの酪農開発計画について顎地において農業省の傘下税関であるフィリピン

離農公社(PDC)との共同で換討を行なったものである｡

フィリピン酪農事情は､同国の有名なフィリピン大学のロス.バニヨス.キャンパスに

おいて数十年前から酌農学科の設立で東南アジアの留学生を迎えていたが､米国等から乳

製品の援助によって酪農の普及が遅れていろ｡

そのため､農業省及びフィリピン酪農公社は農業振興を目指して農家生計及び国民栄養

計画を因って､農家に兼業として醗農導入を実施しながら諸外国からの援助を求めている｡

錦査に当たって臥日本大使鎗の古屋参事官及び林田一等音記官､ J I CAマニラ事轟

所の宮本所長の御指導を得たことを附記し､謝意を表するものである｡

1989年7月

太陽コンサルタンツ株式会社
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現 地 写 真
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1.管

フィリピンは北緯5● -21o
､東経117●

- 127●に分布する7,109の島から成る､面

橿299,767平方キロメートル､人口55.6百万人の共和国で､ 1986年からコラソンC.アキノ

大統領が元首である｡

国民の教育水準もま比較的高く(織字率B6%)地下袈聴､森林架線､永藍架線等に恵まれ

た将来の発展性の期待される国である｡

しかし､一方では貧富の善が激しく､またオイルショックの発生した1979年以降は経済

成長は低迷し､加えてマルコス政権の末期の政情不安によって経済は大中に悪化した｡

1986年2月の政変により､アキノ政権の誕生によって社会､経済の混乱は鎮静化の方向に

あるが､まだ安定なるレベルに至っていない｡

アキノ政権が発表した中期開発計画(1987-1992)では､開発の重点目標を雇用機会の創

出､貧困の酸靖､富の公平な分配､経済成長の持続においている｡また今後の国際協力に

よる鰐発を､基幹施設の建設から生産施設の整備に重点を移す方針に変えている時に､国

民の大部分を占める貧困層の救済と生産向上を主隈としている｡

フィT)ビンの農業は社会･経済活動の申で大きな比重を占めている｡農家人口

(27,233千人)は絵人口(48,098千人)の57%を占め､農地面積は国土の41%に当た

る12,440千haに及ぶ｡しかし､生産性の低い砂糖辛ビ､トウモロコシ､凍などのモノカル

チャー的な地主経営が多く､食糧自給は達成されていない｡

このためアキノ政権の重要施策の1つとして､農地改革を柱とする産業振興が挙げられ

ている｡しかも社会的公平と政治的安定の実額のためには､農地改革が不可欠の条件とさ

れている｡



1987年7月､アキノ政権は包括的農業改革計画(新農地改革令)を発表し国会審議を命

じた｡農地敦革は農民と地主の封書が相反L,､埴主客りの国会賞に対し農鹿田捧の反発も

強く､昨年(1988年) 7月7日､国会を通過したが､実施にはかなりの曲折が予想されて

いる｡いずれにしろ､農地改革を皮切りとして自作農を中心に産業振興を計ることがアキ

ノ政権の義政の基本方針である｡

フィ7)ピン壮マニラ首都圏を始め74県(Province)に分割されているが､開発行政の面か

ら74県は12の地域(Region)に区分されている｡今回主な調査を行ったラグナ県比他の10

県と共に首都マニラを囲む最も人口の多い農四地域(HegjoL24==屈L,ている｡頚甚ここ

に小規模館長葺は300農家余りの兼業として行なわれていろ｡一つの小型ミルクプラント

(処理能力: 300リットル/時間)はAlabangにあり､県申で集まれた牛乳を処理加工し

ているが散構が老化しつつ状況にある｡

一方ミンダナオ鳥の上に第七地域軸egion7)に屈するセブ島調査も行なった｡ここに乳

牛の300預の導入が計画され､モデル輯最長村開発の実施により将来の全国普及に仰pilot

Unit”として用いられる｡



2.萌地の条件

2-1 自然条件

(1卜気 候

フィリピンの気候は高温多湿の熱帯性気候で､モンスーンの影響により主に4つ

に区分される｡

第一の型は､乾期が11月から4月雨期が5月から12月と明瞭であるもの 主に南

シナ海側(ミーンダナオ島陰く)の海岸地帯がこれに屈する｡

第二の型は､はっきりした乾斯はなく､雨が11月から1月に集中する塑で太平洋

側海外帯が屈する｡

第三の型は､特に季節の差は明らかでないが､ 11月から4月は乾燥気味の地帯で､

カガヤン.パル.ピサヤ諸島､ミンダナオ島の一部申くこれに屈する｡

第四の塑は､特に季節の差はなく､雨圭も年間を通して平均している地帯でミン

ダナオ島西部がこの地帯に屈する｡

両プロジェクト.サイト(ラグナ及びセプ)は気候の第一型に屈し､ 11月から4

月までの乾期と5月から10月までの雨期の2シーズンを持つ｡

平均気象条件については､温度26.5'c程度と200011程度の雨量と75%の湿度

と150011の蒸散圭と記録されているが､ HolsteinとSahiwalと言う特別交種の乳牛

はこの気候に適している｡しかし泌乳量と泌乳靭の安定性は現在の問題点が或る｡

(2)立地条件

先ず､一般の立地条件法次の如くぞある｡

人 口 面 積

ラグナ 1,011,698 1,759kd

セ プ 2,091,602 5,088k適

密 度 首 都 ブロジュクけ小

575.2/ki サンタクル カルアン等

418.0/kd セプシティ ロ7)アン

両プロジェクトサイトはアラパンダミルク､グラント敷地を除いて永田.畑地

と山林地との境にある或いはその混合型であるが良い交通便である｡

その中には､大部分が平地､･そして∵部が山林地が含まれる｡

雨が多いため､雑草を含む野性植物が盛に生えている｡



従って､牧畜の飼料は農家の収穫副産物と山林地の雑草が主に考えられている｡

濃厚飼料としてビールのかすも追加される｡

放牧条件は最適ではないが､叔穫後の畑地や山林地の利用によりある程度の放牧

ができるルーズ･バーン型の餌育法を利用､豪産蛍位の小規模酪農を開発する｡

現在､農家は､畑作､稲作の主体農業を行っているが､生活水準から見て貧農の

問題が深刻と思われるほど貧しい｡

従って､貧農の解決策の一つとして､農家の収入向上に基づいて農業の諸立地条

件を徹底的に開発することは酪農を副業とする新規農村開発の必要性がある｡

2-2 社会経済

(1)背 景

1986年樹立したアキノ政権は､同年11月に｢中期開発計画(1987-1992) +を発表

し､新政策として､ (1)貧困の挨滅､ (2)生産的雇用税金の創出､(3坪等及び社会的公

正の推進､及び(4僻続的経済成長を目指し七いる｡政策の重点は国民の60%を超え

る貧困層の救済に置き､雇用促進､農村地域開発政策を塵界する方針を示した｡こ

のために開発政策に大きな転換がみられ,都市､資本集約､大規模偏重から地方､

労協集約､小規模重視､特に農村重視という新たな方向性を前面に打ち出している｡

従って､政治動乱による国家経済のダメージを建て直しながら､経済再建の動向と

しては､国内経済界のみならず外国政府､国際金融扱関の新政権に対する支持によ

り展望が明るいとみられる｡

フィリピン農村社会の特徴は､古く.からの大地主制に起因する土地なし農民層の

高い比率に示されている｡全国的な土地所有形態を正確に把握するのは困帯である

が､給養家数の約半数が小作生は自小伴農家であり､絶農地面積の約40%が50ha以

上規模の地主で占められている｡中でも特に少数の大地主層は､特権層の中核とし

てこの国の政治経済に強い影響力を持っても→ると言われている｡このため､フィ7)

ビンにおいては農業の停滞と農村の貧困の基本的要因辻土地問題であるとして､早

くから農民運動が繰り返されていた｡

今後､包括的農村改革計画(新農地改革令)に基づいて農村社会の改善が実施さ

れるであろう｡



(2)セブ島の社会経済

モデル酪農農村開発網査はセブ島でのみを対象している｡

その社会経済条件は次の如くである｡

人口; 2,091,-602(1980年5月1日)

(霊芝…壬思igT5L)

労働人口: 707,639(15才以上)

農林水産業:

一般労助者:
商 業 者:
技 術 者:
事務業者:
管 理 者:

その他の就職者

324,912
169, 254

64,039
41,373

28, 849

5,455
: 14,048

人口増加率: 2.84%

従って､労散人口の約半分程度は農業及びその関連仕事に従事している｡

土地利用の状況は次の通りセある｡

面積(ha)

農家(戸)

全 体 休閑耕地 作物栽培地

177, 462 114, 883 54, 678

149, 540 157, 593 67, 249

栽培作物とその面積､耽穫等は次の通りである｡

牧草地
_山林地

その他

3, 802 2,60'5 1,493

6,806 ‾4,494 7,910

午 作物 面積(ha) 収穫(kg) 生産価格(Peso)

1983 1.EZice 4,700 404,400 334,080.00

･2.Corn
3.Vegetables

3.1Ampalaye

305,530 2,819,800 6,767,52().00

.410
1,018,780 3,514,791.00

3.2Squash 295 595,200 1,368,960.OO
3.3Chayoteー 45 27,325 76,510.00
3.4Eggplant 410 2,503,100 9,047,160.00

3.5Patola 30 1,180 40,095.00

3.6Pepino 18 ll,035 56,278.50

3.7Redpepper 28 39,000 481,650.00

3.8Tomato 320 Ll,133,250 6,459,525.00

3.9Upo 46 276,000 731,400.00

3.10Cabbage 278
･841,000

4,919,850.00

558,600.00

113,285.00

3.llHustard 24 57,000
3.12Pechay 55 ･147,000
3.13Halunggay 286 30,724

3.14Sitao 37 13,900

3.15Habicuelas 58 1,398,500 7,342,125.00

上記の記録によりやさいは最も重要な作物である｡



他の産業は観光業の次に製造業とビジネスが行われている｡

2-3 農業と酪農莫

フィリピン農業は､最も重要な産業である｡主要作物は米をはじめトウモロコシ､

サトウキビ､ココナッツ､バナナ等である｡牧畜と漁業も盛んである｡

フィ7)ピン農業は､ 1960年代以降､国内蛭生産の約30%を占めながら､米やトウモ

ロコシの伝統偉物を中心として成長を続けたが､ 1980年代前半の国際経済不況による

砂糖きび､ココヤシ等の輸出換金作物の衰退化にあっても､安定的な成長率を堆持し

てきた｡

農業人口は､‾1985年末において､捻就業人口の49.6%と高率を占めており､基本的

にその雇用需要の弾力性は都市部失業者の還流機能を果たしてきている｡貿易耽支に

おいても､産業部門が常に黒字を産み出しており､他部門で作り出された貿易赤字を

埋めてきた｡

しかしながら､一方､都市部と農村部の所得格差は広がる一方で､ 1985年における

農村世帯平均所得は､都市世帯平均所得の46%まで下がり､農村世帯の3分の2は農

である事が政府詞査によ_り占冷されている｡生産性の魅さの要因として､-1)低い土地

生産性､ 2)脆弱な農業普及捧制､ 3)収穫後施設整備の遅れ､等が挙もヂられる.｡

フィリピンはアジアで最も早く農業記述に関する研究･普及システムを作り､世界

長大規模の国際稲研究所を同軌こ設立したにもかかわらず､普及関係投資額の少なさ､

■普及員の訓練度の魅さ､富農蒙への普及の偏り､等の理由から適正技術の普及効果が

十分ではない｡

叔穫後施設に関してヽ乾燥施設と貯蔵施設の整備が特に遅れている｡この整備の遅

Lれにより､攻種物が南にさらされる等で商品価値がなくなるという不都合が生じてい

る｡また､生産地と消費地を結ぶ輸送網の整備も不十分である｡

一方､約30年前から酪農が導入されていたが､今日までの進展があまり見られてい

ない｡

その乳牛採有数は次の如くである｡

1988年現在の家畜保有数は以下のとおりである｡

カラパオ(永年)
早
ヤギ

2, 788,
1,634,
2, 064,

000頭
000環
000頭



内､乳牛の保有数は1986年の統計資料によれば､以下のとおりである｡

乳 牛 31, 600頭
カラパオ(水牛) 12,400頭
合計 44, 000頭

これは1984年の保有数に比較して53%の減少を嘉している｡地域的にはマニラを主

要市場とするPEGTONⅢとⅣに主に分布している｡他の地域法ミンダナオ鳥北部カガヤ

ンデオロ市を主な市場とするREGIONⅨに若干分布するのみである｡

一方､牛乳生産量は次の通りである｡

1986年 2,500,000リットル

1987年 2,570,000リットル

国民消費量は次の様に記録された｡

1982年 16リットル/人/年

1986年 12リットル/人/午

食掻栄養研究所(Food and Nutrition Pe芦earCh lnstittlte)によれば､適正な牛乳

消費喜は36.5T)州/人/年であるから33%を満たすに過ぎない｡

(1)酪農製品の生産及び輸入:

フィリピンの醗農製品(ミルク､乳児用粉ミルク､チーズ､アイスクリーム等)

は原料の99%を輸入にたよっている｡ 1987年の輸入実績は､捻額ロS$158,000,000ト

ン(内約半分が脱脂粉乳)であった｡これは輸入農産品全休の約35%に相当し上位

10品目中内第1位である｡

金額面では一昨年1987年に比較し一年間で約30%上昇し量的には約15%減少した｡

これは酪農製品の世界的な値上がりに影響を受けていることを示す｡

主要輸入元は､オーストラ7)了､西独､ニュージーランド､オランダ､英国､米

国である｡これらの西欧諸国からの輸入が全体の約65%を占め､浅‾りはタイ､台湾

等のアジアの中進工業固からである｡

乾虜ミルクの輸入価格は1985年FOB北ヨーロッパでトン当り約口S$600-650であっ

たのが1987年には約二倍のUS‡1,150に値上がりしている｡これは米国､西欧諸国で

の政府補助金政策及びGATT加盟醗農製品輸出16ケ国の世界的な価格維持政策による

ものある｡



(2)酪農開発政策

1)長期開発政策

小規模醗農家(2 - 3頭の乳牛を保有する兼業農家)を基盤として戦略的に組

織し､原乳生産を行い､農家の副収入化を図る｡儲農製品の国産化率及び自給カ

を高め､同時に地方での雇用機会を増やし､協同組合の組織化及び強化による農

産品を基盤と‾した地方での工業化を図る｡

長期目標

目標1993年年産

目標年間最長率
(1987-1993)

乳牛増加数

齢農協同組合数

所要投資額

高いケース

62,350トン

(1987年皮輸入書の40完)

5%

20, 000頭

62

Pl, 000首万
(70庶円)

低いケース

13,600トン

(同9完)

1%

4,370頭

13

P250育万
(17臆円)

2)経済的インパクト

農家収入の増加､外貨の節約､地方での雇用機会増加が上記計画期間中に実現

できれば次の長新計画新聞への重要な影響を及ぼす｡

3)既存のサポートシステム

醗長閑連の技術､運営部練税関

政府の酪農､畜産関連税関

政府による基盤整備

政府機常闇での凍通

フィ7)ピン大学ロス.バニョスキャンバス
Dairy Training and liesearcb institute

農業省地域局
Bureau of 且nifnal industries

技術的協力.

家畜衛生､繁殖､人工授精､飼育､
品質管理､市場爾査､研究､応用技術等

牛乳加エプラント建設､集乳施設建設､
既存設備の改善､金融制度の創出

DepartmeJlt Of Social粥elfare aTld

I)evelopnentが実施する栄養改善計画に対
する粉乳供給



(3)小規模酪農システム

1)組織づくり

乳牛の導入及び
寮乳生産

集 乳施 設

処理加工施設

製品のマーケ

テイング流通

2)支援体制

資本の爾達

支援施設の設立

研究開発の活動

1単位を25農家で組織｡この組織によって1単位づつの

共同組織は農業省傘下のフィリピン離農公社から返済期
間7年で乳牛を購入する｡各農家が3頭保有､飼育､管
理原人生産を
単位を構成す

で原乳加エプ
構成し近隣の

する｡二つのバランガイ(村)の農家が1
る｡ 4単位-100農家-300頭-1, 5001)ッ帖/冒

ラントから距離的に直径約50k皿の範囲内に
都市に供給する｡

集乳冷蔵庫及び関連施設を設置､配備する｡

ミルクプラントの建設

マーケテイング及び流通システムの確立と共に共同組合
のマネジメントを強化する｡



3.計画の要点

3-1 フィ7)ビンの東屋開発政策

上記に述べたように､フィリピン国で萌在流通され主に都市部住民によって消費さ-

れている処理加工乳の原料の殆ど(98X)は､輸入された粉乳及びバターオイルであるo

フィ7)ピン政掛ま自国の酪農業発展による醗農製品増産､自給率の増加､醗農業関係

農家の収入増を図るため過去30年近く当該セクターでの開発努力を続けて来たが､国

家的な広がりを持つ酪農業開発への充分な刺激とはなりえなかった｡

その原因は以下の3点に要約される｡

( i)先導的役割を果たすべく計画､策定された政府主導のプロジェクトが関係諸税

関間での機能､役割詞整が不評で適切な組織が整備されず､それゆえ投賓の分散

等によって必ずしも初期の成果を収め得なかったこと､

(ii)醗農に対する構造的な支援､防御策等の欠如に起因する補助金の非高率な使用

及び安値での製品版売等による経営基盤の脆弱化､

(iii)当該セクターに関連する開発政策の不明確さがもたらす限られた砦顔の非有効

利用等｡

(1)長期の目標

1988年に策定されたフィリピン政府の開発政策の主要課題を要約すると

( i )農業手動による地方経済の活性化

(ii)農業生産性の向上

(iii)地方に於ける雇用機会の戯由､

(iv)地方分権化の促進

(y)底辺層からの経済社会開発への参加

(vi)組織されたコミュニティーを基盤とする経済開発等

である｡フィ7)ピン同産業省は酪農開発に関して上述の過去の問題点を整理､把握

したうえで政府の開発政策に沿った酪農セクターを設け中･長期開発計画を策定する

に至った｡
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(2)中期離農開発計画

当番セクターの長期開発政策目標は､(1)小規模離農豪の全国的な組織化､(2)戦略

的に配備された酪農協同組合による集乳､処理､流通システムの改善､開発により

醗農製品(特に市乳､加工乳)の増産及び自給率向上を図るとともに､地方での雇

用機会を創出し､協同組合制度を基盤与して農業と工業のT)ンケージを促進しつつ

地方経済の活性化に寄与し同時に国民の栄養改善に寄与しようとするものである｡

この開発目標を達成することを目的として中期酪農開発計画(1989-1992)が策定

された｡この計画は､地方に分散し伝綻的な農業を営む小規模農家に酪農の兼業化

を普及､促進することにより広範な原乳生産の基盤作りを行うこと､及び戦略的に

酪農地域を設定し当番地域で組織された協同組合が集乳､加工､販売を効率的に行

い得るよう早急に流通施設等の基盤整備を行うという二つの要素を並列的に実施す

る計画である｡特に後者については政府及び非政府系組織が実施中の栄養改善計画

が必要とする加工乳製品を基礎的な需要とするものである｡

中期酪農開発計画の点数的目標は以下の通りである｡

計画税国中の原乳生産計画目標

高いケース

凍乳生産(1993年)
年間 62,350トン

日量 170,822リットル

年間増加率
1987年度輸入量に対し 1. 0%

期間中の増加率 5, 0%

目標自給率(1993年) 8.0%

計画開始年乳牛数 20, 000頭

期間終了年協同組合数 62

新聞申所要資金
,

10億ペソ
ー

(3)計画の概要

∵般的に酪農業の健全な発展には不可欠の4大要素即ち:

( i )充分な飼料供給による安定した原乳生産

(ii)良質な寮乳を生産するための各種支援サービス捧制

(家畜遠征､人工授精､研究開発等)

ll

低いケース

13,600トン
37,200リットル

0.2%

1.0%

1.7%

4, 370頭

13

2.5鐙ペソ



(jji)適切な製品加工処理施設

(iv)安定した製品販売を行う為の市場への流通税構及び施設等

がこれを運営､管理する人々の管理能力を越えない範囲の最適規模で構築され運営

されねばならない｡

上述の中島新開発計画の実施に際してはこういった点をふまえて充分満足な計画

を策定し､各要素を合理的に調整しながら効果的に関連語施設及びサービス休制の

整備を図って行かねばならない｡フィリピン国農業省傘下にあり酪農開発を所掌し

ている機関であるPhilippine Dairy Corporation(PDC)はこの4大要薫からなる最

小組織単位をDairy Module (モジュール)と呼称している｡

顎在PDCが想定し今後の計画実施にあたってその基礎としようとしているモジ

ュールの内容を以下概略する｡

1モジュールが対象とする市場

モジュールの中心的施設である牛乳加エプラントから半径35kn以内に位置する都

市(地方裁市を含む)と周辺の5ないし6の市を対象の市場とする｡

市場の需要規模

1モジュールが対象とする市場の最低需要規模を以下の様に設定する｡

基本需要 日量 ･
300リットル

ー般需要 日豊 7007)ットル

対象市場外需要 日豊 200リットル

合 計 日量 1,200リットル

注)日量7007)ットルは4豪産のうち4人が題に2固約250mCを消費すると坂
定した場合2,800家庭の需要に相当する｡

原乳生産

1農家は3頚の乳牛を飼育する｡ 25農家で合計75頭を保有し､これを1クラスタ

ー(群)と呼称する｡ 1モジュール法4クラスターで構成される｡即ち100農家

で300頭の乳牛を保有する計画である｡また､ 1クラスターは2バランガイ組織

の構成員で組織する｡

乳牛の購入及び配布はオジふ-ルで組織する酪農協同組合が統括して管理する｡

乳牛の品馨はフィ7)ビンの自然条件に適合した.*)レスタイン＋サヒワルの交配撞

とする

顔料及び家畜用の永

各農家は最低90kg/日の餌料を確保する｡これは､圃場面積として約2,一oom 2

12



(0.27ha)の牧草(主にエレフアントグラス､ギニアグラス､他に粗飼料として稲

藁､バナナの葉等が挙iヂられる｡ )用圃場に相当する｡又3頭の乳牛を飼育する

ためには最低100リットル/日の家畜用飲料水を確保する必要がある｡

墓監ヒろ互生

夫々のクラスターが集乳施設を保有し､管理し､集乳された原乳の品質検査､品

質管理を行う′｡

処理加工施設

クラスターの集乳施設から専用原乳運取口-I)-で集荷し加工プラントに搬入す

る｡加エプラントでは滅菌処理､熱処理､包装等を行い､貯蔵後流通経路になが

す｡加工プラントの最低処理能力は日豊1,200リットル､最大1,500リットルと

する｡

涜通機構

基礎需要300リットル/日は社会福祉省の栄養改善計画に供される｡

上記の条件を満足しモジュールの運営､企業化が可能な地域を設定し準じ長期開

発計画に基づいて実施する｡

(4)開発過程

P D Cは酪農開発の開発過程を大略以下のように三段階に分けて考えている｡

1)レベルⅠ (ゼロ.ベース)

殆ど醜農業が存在しない地域に於いて上述のモジュー)i,を導入し､か規模醜農

家の組織化を計りつつ酪農業を起こす初期的段階｡

2)レベルⅠ (基本処理及び洗通)

既にまとまった頭数の乳牛が飼育されており､簡易な処理加エ施設が操業され

ている地域で流通機構の整備等により一層の発展を期す段階｡

3)レベルⅢ (高度技術の導入及び経営の本格化)

レベルⅠを経過し､高度技術設備を導入し､製品の多様化を図り経営規模の拡

大､当落離農地域の持つ潜在力を最大限に活かしている最終の段階｡

13



3-2 計画の範囲

今回のフィ7)ピン側の要請に基づいてPegionrVのレベルⅢ(高度技術の導入及び経

営の本格化)と並びにRegionⅦのレベルⅠ (セロ.ベ-ズからモデル酪農農村開発の

ド/S)を行う｡

PegionⅣ ;レベル四の設計､設備実施

鮎giorlⅦ :レベルIのF/S調査､実施

内容は多少の差異によりそれぞれの計画範囲が望ましい｡その詳細紘"4.詞査の要

点Dに記載する｡

14



3-3 施設計画

(1) PegionⅣ (技術革新の導入)

･現況のアラバングミルクプラントの移転新築(未定)

･

UHて (滅菌)処理施設の設備

･ボイラ等の必要ユーティ7)ティ施設の設備

･輸送システムの確保

･本格経営の施設設立

(2) RegionⅦ (モデル酪農農村)

･インフラストラクチュア-の整備(道路､給水､電気等)

･酪農促進センターの設立(顔料､家畜衛生､飼育等の支援センター)

･簡易な処理加工施設の設立

･流通システムの確立

･基本経営施設の設立

15



4.綱査の要点

4-l調査期間

上記の条件に基づいて2つの調査が必要である｡

1. RegionⅣのミルクプラント及び離農の更新詞査実施

この件菜は新築又は増築期間を除いて8ケ月程度が必要である｡

その内容は次のスケジュールに示す｡

RegionⅣのミルクプラント及び酪農の更新スケジュール

期 間 (月)

1 2 3‾'J 4 5 … 6

頚地荷査 0.5ケ月

設計作業 2ケ月

入札作業

調達期間及びS/V

設備取付及びS/V

試運転及びS/V

2ケ月

2ケ月

2.5ケ月

0.5ケ月

注(1)団長(酪農専門家)とプラント設計者との2名

(2)新築又は増築期間を含まない｡

2. RegionⅦのモデ)i,酪農農村･の開発網査(F/S)辻10ケ月程まが必要である｡

哉地の気象条件を考え､調査は雨期と乾期の2回に分封して行う｡ -

PhaseI雨期調査

(1)地区全体計画

(2)インフラストラッチャー嗣査

(3)給水排水システム調査

(4卜飼料供給網査

(5)飼育､泌乳､飼育衛生詞査

(6)一隻乳､加工､流通網査

(7)その他

16



Phase‡ 乾期調査

山 詳細粛査

(2)酪農計画

(3)生産､加工､流通､マーケティング計画

(4)施設計画

(5)実施計画

4-2 調査の実施(F/S)

詞査は､ PDCと討議の結果に基づいて次の分野とスケジュールの調査を実施の対

象とする｡

a.団 長(醗農)

b.副団長(家畜飼育)

c.気象､水門､

d.農 業

e.土 壌

∫.土 木

g.施設計画

h.積 算

i.社会･経済

j. FLsユメンタねン専門家

現 地 詞 査
Phase I Phase Ⅱ

1.5 1.0

1.5 1.0

1.5 1.0

1.5 1.0

1.5 1.0

1.5 1.0

1.5 1.0

1.5 1.0

1.5 1.0

1.5 1.0

国 内 作 業 ファイ州

PhaseI PhaseⅡ レポ-†等

1.0 1.5 0.5

1.0 1.5 0.5

1.0 1.5

1.0 1.5

1.0 1.5

1.0 1.5

1.0 1.5

1.0 1.5 0.5

1.8 1.5 0.5

1.0 1.5

計 25 20 25 25
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RegionⅦ : F/Sスケジュール(モデル醗最長村開発)

期 間 (月)

4 5 6 7 8 9 10

現 地
爾 査

1.5ケ月(雨期) 1ケ月(乾斯) 0.5ケ月

国 内 0.5ケ月
件 業

1ケ月 15ケ日

レポート及び
セミナー

インセカヨン

レポート

カルス

レポート1

インチt)ム プロ外ス_
■

朽ブト ファイ柑ば-I

レポート レ*'-ト2 ファイ州 及びセミト
レボート

18



5.給金所見

1)技術的可能性

フィリピンの酪農開発は約30年甲歴史を持つが現在の乳製品原料の98%近くを輸入

-原料にたよっている事が示すごとく健全な発展を辿ってきたと‾は言えない｡乳牛につ

いては数年前からフィリピンの自然条件に適した交配種が入手可能になってきた事に

より原乳生産の面で8ま技術的な開発が進んできたが､醗農業の健全な発展に不可欠な

原乳生産､飼料生産､集乳システム､牛乳加エ､流通システム､醗長吉えの組織化等

様々な要素が給金的にバランス良く整備､運営される事が満足に行われていないため

過去の開発努力が実っていない｡家畜衛生及び獣医学的な技術及び人的資琴は一応整

っているため開発を阻害してきた要因及び問題点を的確に把握し組合的な視野に立っ

て計画を策定､プログラム七基づいてプロジェクトを実施してゆくことにより長期開

発計画の目的､目標を円滑に達成できると思われる｡

特にRegionⅣについては未発達の洗通関連施設及び加工プラント施設の充実を早急

に図ることにより比較的短時間に今後の酪農開発を全国的に展開してゆく上での効果

あるモデルとなりうる可能性が大きい｡

一方､セブ島を中心とするf2egionⅦについてはゼロベース段階にこれから着手する

状況であることから､レベルⅠないしレベルⅡへの展開を念頭においたフィジビリテ

ィー詞査を進めることが必要であると藷められた｡ここには､将来､全国に普及の対

象になるモデル醗農農村の”pilotUnit井の計画が実施される｡

2)社会､経済的可能性

最低規模での原乳生産､加工､流通が効率的､安定的に行われることが全国各地の

酪農開発適地で可能となれば､現在原材料として殆どを依存している粉乳の輸入を投

降的に低城させることが可能となり､自給自足の最終日掛=少しでも近づくことが可

能となる｡これは外貨の節約に大き年貢献をする事にもなる｡又､小規模酪農農家が

安定で良質の餌料の供給を受けること､及び疎通機構に安定的に充分な牛乳を供給す

ることになれば､原乳の生産者である小規模な酪農兼業農家､地域農民に広く和益が

還元されるだけでなく､多数ゐ小規模牛乳加工プラント設立に伴う雇用機会の創出も

あいまって､地域の社会､経済発展に貢献できるだけでなく､貧困層の乳幼見栄養改
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善にも責献できる｡これらのことから本計画は､国家経済開発の主目的に合致した援

良な事業と考えられる｡
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添 付 料

1.調査日程

2.主な面鉄リスト

3.英文T.0.R.
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資料1調査日程

飼査団員

日 程

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

安部望五(団長､太陽コンサルタンツ)

小池康弘(団員､ 7イデック)

他1名

6月6日(火) 旅行日(成田-マニラ)

7日(水)

8日(木)

9日(金)

10日
-(土)

11日(日)

12日(月)

13日(火)

14日(水)

フィ7)ピン解農後者(PDC)との打合せ

大使鎗案件説明

ラグナ県Caluan集乳所とAlabangエ場視察
フィ7)ビン大口ス.バニ訂ス.キャンバスa)酪農科視察

移動(マニラーセプーロリアン)頚地調査

姿料収集､整理

移動(セブーマニラ)資料耽集

PDCとのまとめ､打合せ､農業省次官への報告提出

韓国(マニラー成田).
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資料2 主な両級者リスト

1. Mr. C.G. GOZUN

農業省次官兼フィリピン離農公社(PDC)社長

2. Mr.L.RJZOH■ANO

農業省舵GION Ⅶ DIf2ECTO甘

3. Mr.0‡姐R

農業省Asistant Directo; for Operation Region Ⅶ

4. ns.Naomi TORfZETA

Director Chieg, Operation °ept. PDC

5. Ms.Emma REMITTO

Divison Chief, Planning Dept. PDC

6. Ms.Jaime LOPEZ

ProjectぬLlager, P王)C

7. Mr.Damiano SAS川E
President, Lolian Farners' co.operative

8.フィ7)ビン大学酪農科科長及tF教授ら

9. Mr.Akihiko FURU?A･_

参事官､在フィリピン日本大使館

10. Hr.Naoki HA!ASHIDA

一等書記官､在フィリピン日本大使鎗

ll. Miss. MASAEO

JOCV. Diagnostic Laboratory Vaccine Production Unit
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エ. エNでRODUCで工ON

1.1 This I-Terms of Reference for Model Dairy Agricultural I

Development in PhilipplneS'' is prepared by the Mission of

-Agricultural Development. Consultants Association･ (ADCA)

upon results 王rom 土ts reconnaissance-survey based on the
-

request for technical co-operatiorl from the Undersecretary

of the Department of Agriculture cum President of Philippine

Da土ry Corporation (PDC) and prel土m土nary d土scuss土on with

concerned officials of Department of Agriculture-ReglOn VIE

and Philippine Dairy Corporation for projecting proper

tecbn土cal ass土stances for the development of tb土s aspect

in Philippines,initially in Region VIE (Liloan, Cebu)

wbere 300 da土ry cows to be ⊥ntroduced to local cooperative

farmers and in Region =V (Laguna) where small-scaled dairy

farmsat household basis and an out-moded milk-plant at

Alabang (capacity: 300且/hr■)are in
ope主ょtion.

2. The a.airy agricultural development in the Republic of

Ph土1土pplneS WaS 土n土t土ally started 土n 1962. based on the

passage of the first ‾･dairy law. Republic Act 4041･

Twenty seven years have passed through-various socio-

political happenings resulted in a present situation, Which

more than 90 percen七s.･of †dairy p.rQducts in this country

are 土mported.

でbe Pb土1土ppユne

of Agriculture

development of

w土tb 王ormat土on

Dairy Corporatt土on attached to Department

started operations in 1969 for promoting

this aspect at farmers household basis

of dairy farmersT cooperativesL.

- 1 -



3.

4.

5.

でbe Pb土1土pp土ne Dairy Corporation (PDC) , a宕ter a period of

uncertainty in 1986-87,reorientea irl 1988, is now

considering
a

program of dairy development in the Whole

country, based on this concept, making
into 3 stages :

い1 Staqe 1 I
. StaエtiTlq ミてQ% 71eてQ-basis by irkてQ丘､ユこiTtq

milk-cows to local co-operative farmers

for boosting up dairy-farming

(2) Stage 2 : Setting up basic facilities for supporting

dairy farmers and primary milk-plant for

production and distribution

(3) Stage 3 : Modernization of production and distribution

techn土ques wユ七h sopb土st土cated equipments and

rationalization program

Asper conceptsLof this program, Southern Tagalog Dairy

Cooperative in ReglOn エV with the milk-plarlt installed at

Alabang with a presently outrttoded ETST system combining

with a manual plastic-bag 至illiTlg device is subうectea
to

Stage -3
=mplementation (Modernization of Production and

distribution techrliques) ,and
Lilo-An in Region V== with

the introduction of 3OO milk-cows to cooperative famers

for starting■ dairy f畠ごming is
subjected

to Stage-1

工mplemen七at土on (zero-bas上s).

エn order to accomplish this whole program, there･are some

basic
subjects comsiaered important, such as,apart from

tbe 土mprovement 土n production and d土str土but土on tecbn土ques o王

the milk plant of Southern Tagalog Dairy Cooperative( low



6.

7.

figures in milking capacity per cow (presently, average

5 RJ/day/cow) and collection capacity per region (presently,

average 300 且/day/in 革egion =V) and technical assistances

for vulgani･ユtion of dairy techniques in farms and dairy

plants.

The dairy agricultural development considered as a part of

the present economic policy of balanced agro-industrial

developmentr thereforel Wilュ be aeslgned for an intersect(3ral

complimentation (agriculture sector/industry sector) for

gradually shifting the thrust of

_nation-building

to

countryside develof'hent and strengther･in9 the rural-based

economyr as being nationTs fundamental domain, firmly

implying the ultimate goal of this ProjeCt･

This T･0･R･ ( therefore( improves fundamental directives

for formulating

cond土t土ons of 2

and prel土m土nary

procedure with

realizing this

proコeCt-COmpOnentS based on present

Regions
･=V

and V== and upon inquiries

site-surveys of the Mission, and the‾ basic

proposal work descr土pt土on 王or properly

ProコeCt.

-､3
-



==. PROJECT BACKGROUND

1. Present Situation of Dairy Agriculture in Philippines

As per the uDraft Mediurn Term Development Plan for the Dairy

Subsector 1989-
-

1993‖ prepared bv Department of Agriculture′

the present s土tuat土on o王 da土ry ln Ph土1土pplneS 土s described

as ‾fo11ows:

The Dairy Herd 土n 1986 土s 4-4･000 heads
)･

31′600 cattle

and 12,400 carabao, showing a decline of 53 percent since

1984.

The milk production from this dairy herd 土s accounted as

コuSt about l percent of the local comsumption･ The Bur牢au

of Agricultural `statistics
records a milk productic'n figure

at 2.50 m土11⊥on l土ters 土n 1986 and 2.57 m土11土on l土ters 土n

1987.

This implies 99 percents of milk comsurnption in Philippines

have been importea･ The dairy import bill in 1987 amounted

to 158 m土11土on US dollars (C工F)王or a volume o王15.5 m土11土on

-
kilograms of imported

-milk and milk products･

The governmental involvement in dairy agriculture for the

pas七 3 decades, therefore′ has not resulted 土n a proper

development for this industry in this country.

Recently. along with the

agricultural development

employment and 土ncome for

intensively utilizing all

王or national development.

regarded as an important

new policy of Aquino government on

and land reform aiming at generationof

poor 王armers and′ at the same t土me′

ava土1ab土1土t土es as production-inputs

dairy agriculture, once again, is

王actor 土n tb土s d土rect土on.

A National Dairy Cornmittee, consisted of PDC, LDC and BA=,

starts to rev土ew‾
-obうect土ves.

development-schemes and‾

guidelines for supporting dairy activities irl this country･
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The Dairy Development Com土ttee was established and Ph土1土pplne

Dairy Corporation (PDC) has been reorganized_for a full

engagement in this task.

2･
I

Project Background

(i) Pblicy of Department of Agriculture

The present policy is to develop a network of small hold

milk producers and strategically located cooperative

milk collection, processing and marketing units that will

comprise a basic feature of the:country fs
self-reliant and

土ndependent economy･

Dairylng( thereforer provides an agro-industrial linkage

that addresses multiple econo血ic concems including

9enerat⊥on of rural employment.increase of 王arm 土ncome-

and conservation of foreign exchange.

Department of Agriculture, as per its function, will

coord土nate at national policy level王or a smooth operation

of this development program irnplementea by corresponding

organs( Philippine Dairy Corporation
and

its Regional

Off土ces for the benef土c土ary o王1ocal farmersl cooperatives.

Department of Agriculture, therefore, has defined its full

support土ve role to dairy development to constitute o王

helping farmers produce more milk and assisting them to

make money from m土1k.

(2) Developnent-Program

Apart from the pr土vat土zat土on of PDC for■more e王王ect土ve

operat土on 土n this d土rect土on and more 土nter-agency cooperation

such as コ○土nt proコeCt between Department of Social Wel王are

and Development (DSWD) and Southern Tagalog Dairy Coopsrative

(STDC) in 1988, the large-scaled development program is

envisaged ･at
the implementation of Dairy Modules in the

Whole country.

- 5 -



A module is formed by 100 - 300 dairy far汀IerS in contiguous

barangays With i･e･ 300 - 900 hd of dairy cows, provided

with a small processing facility and serving a market base

of 3 - 5 municIPalities･ This TROdule, to be implemented

by cooperative membersJ Should make planning of production(

processing and marketing distribution with assistances, as

less as pos畠ible′ from governmental side. Each module will

cost approx･P25 mi11ion, as quoted by Annual Report (1988)

of■ DでRエ.

工n 19891 3 of such dairy modules will be 土mplemented.

Depending on performance, the program will be continued in

succeeding years.

This development-program shall consist of 3 indispensable

parts, a broad foundation, a basic structure and an

土nfrastructure support,土n order to achieve a smooth

⊥mplementa七土on.

(3)･ Develop皿en七 ComporlentS

‾According to PDCl development components in this program

are covered in 3 fo11oving stages:

1) Stage i: Starting from zero-basis by introducing

milk-cows to local Jco-op竿rative farmers

for boosting
up

dairy-farming

2) Stage 2: Setting up basic facilities for supporting

aairy farmers and primary milk-plant for

product土on and d土str土bution

3) Stage 3: Modernization of production and distribution

techn土ques with soph土stlcated equlpmen七s and

rationalization program

エn S亡a9e ll tberefore′ tbe format-ion o王 da土ry王arms w土七b

psupporting
farming activities such as barning( feeaingl

PaStロring' milking and health-caring will be main co皿POnentS･

- 6 -



=n Stage 2, however, the establishing of a milk-collection

system′ a simple treatment 土nstallat土on and d土str土but土on

marketing system are
subjected ･to

土mplementat土on･

=n Stage 3, the final stage, the introduction of higher

techn土ques 王or
production and d土str土but土on such as long-

1土fed productsl new ∇ar土et土es of products. diet-purposed

products etc･ are envisaged as targets to be achieved

accordingly.

Besides. the management for implementing this aevelop血ent

program is considered also as a main component
in order to

achieve targets of this development-program.

- 7 -
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I . PROJECT FORMULATION

l. PROJECT-CONCEpT

(1) As the
project subjected to 2 sepaェ･ated places with

different development-stages (Region =V is subjected to

Sett土ng ロp 工mprovements ⊥a production and D土str土but土on

for Southern Tagalog Dairy Corporative) , vhkle Region

V=r is for Model Dairy Agricultural Development
- Pilot

Unit
-) ,

2 fo11owing
parts. therefore′ are considered

accordingly.

i･ =nsta11atiorl Of eq■uユPmentS and expertization for

modernizationof dairy production and distribution

(Region =V: Alalang & Laguna Province)

ii･ F/S
.or

master planning and verification studies for

a Pilot Unit as Model Dairy Agricultural Development

(Region V==: Lilo⊥An, Cebu)

(2) For introduction of equipments and expertization in

Region

i.e..8

王or a

years

工Ⅴ,七h土s can be completed 土n a short per土od′

months; -wb土1e
the ど/S and ver土王土ca上土on-s七ud土es

P土1oモ ロn土t 土n Reg■土on V工工 would 土nqu土re about 3

土n wb土cb the ど/S period 土s aboロt 10 months.

(3) =t voula be better to request these 2 parts separately

土n case 七he adm土n土strat土ve procedure cannot cover them

in one project Of 2
subjects as mentioned, e.g., the

=ntroauction of EqulPrnent and Expertization in Region

rV for GRANT AID and the F/S and Verification-Studies

for TECHNICAL COOPERAT=ON.

ー
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2. PROPOSAL FOR PROJECT FORMULAT=ON (T.0.R.)

From the background mentioned abover the project Would be

formulated in 2 parts. part I: =MPROVEMENTS OF DAIRY FAR比=NG

PRODUCTION AND DISTRIBUTION OF DAIRY PRODUCTS =N REG=ON =V

and Part ==: MODEL DAIRY AGRICULTURAL DEVELOPMENT =N PHILIPPINES

(PILOT UNIT)

pART ェ_

1 ･ PROJECT-TITLE : =MPROVEMENTS OF DAIRY FARMING, PRODUCTION

AND DISTRIBUTION OF DAIRY PRODUCTS =N

REGエON 工Ⅴ

2. LOCAで工ON

3. PROPONENT/

=山PLEMENT =NG

AGENCY

REG=ON =V: ALABANG MILK PLANT AND DAIRY

FARMS =N LAGUNA PROVINCE

DE三)ART比ENT OF AGR=CULTロRE (DA)

PE=L=PP=NE DAIRY CORPORATION (PDC)

4. BACKGROUND

(1) 工n 1988. the Government of ph土1土pp⊥nes approved 七he

Medium-Term Dairy Development Plan for accelerating the

establ土shment o王 small farmer-owned and 王armer-controlled

da土ry enterprises.

(2) From this background, the Southern Tagalog Dairy

Cooperative
I

(an organization of 200 smali dairy farmers

in Lagtlna.and Quezon) cooperated with Philippine Dairy

-Corporation
to operate the Calabang Milk Processing

Plant.

(3) Due‾･･to土ts ou七‾moded equ土pments‾ and production-d土stご土but土on

system′ tbe dairy plant 土s･ not able to produce compet土t土∇e

_
products 王or d土str土but土on to a large-sized market,

especia11y for比anila Metropolitan･
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5. OBJECでエVES :

( 1 ) GENERAL

To up-date production and d土str土but土on techn土ques 土n dairy

for effective marketing in Reg10n =V With Manila

Metropolitan

(2)_ SPEC工FェC

でo carry out

畠) The Basic Design and Detailed Design for replacing

new equipments-､･

b) The production and distribution program

c) エmprovements in dairy farming-and milk-collection

6. =TE山一DESCR=PT=ON

A. FOR EQUIPMENTS

(1) FOR REPLAC=Nq

i. UHT Processing Unit (300R,/hr, Direct and エnairect)

x 1 unit

ii･ Aseptic Homogenizer (800 且/hr) Ⅹ 1
■.

iii･ Aseptic Filling Machine x 1
..

(2) FOR NEW'=NSTALLAT=ON

i. Boiler (200
I

300 丸/hr)

ii･ Aseptic Tank (300 R･)

iii. Refrigerated Van (l ton)

iv. Motor-Bike (125 cc)

v. Lab-equipments

B. FOR CONSTRUCT=ON & =NSTALLAT=ON

- 10 -

Ⅹ 1 unit

x l
-■

Ⅹ 2 un土ts

x 5
‖

Ⅹ 1･ set



し･ FOR EXpERでS

Dairy Specialist as Team Leader

Plant Designer

7･ PROJECT-SCHEDULE ( AFTER E/N )

Ⅹ 1 Ⅹ 8 months

x 1 x 8 months

Period MOⅣTES

村ork 1 2 3 4 5 † 6

Field-Studies

Detailed Design

Tender

Documentation

Procurerne_nt

工nstallat⊥on

& Superv土s土on

Plant-Comm土ss土on

& Supervision

NOTE: This schedule
a｡es not include the constlruction-period =:I--

in case of a new milk plant is
subjected

to construction･

- 11 -
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PART 工エ

1. PROJECT TITLE : F/S FOR
.qODEL

DAIRY AGRICULTURAL DEVELOPMENT

工N P吉ILIPPINES

2. LOCAT=ON

3. pROPONENT/

=MPLEMENT=NG

AGENCY

LエLOAN,JI CEBロ LREG=ON V==)

DEPARTMENT OF AGR=CULTURE (DA)

pli=L=PP=NE DAIRY CORPORAT=ON (PDC)

4. BACKGROUND

(1) =n recognition pf the urgent importance of generating

farmers- incomes through rural/agricultural
development

土n every aspect, dairy a9r土culture/ as per 主ts nature
I

combined With husbandry and agro-industrial aspectsl
is

now considered as a very potential element 土n this

framework, especially in the present policy of. boosting

･up
economic development.

(2) The Government is now implementing a program_of

D･airy Developrnent Modules in the whole country,･ each

module consists o王 300 da土ry cooperat土ve 王armers ‾土n

contiguous barangays vith 900 heads
of dairy cows,

proviaea vitb a small processing plant
for a market

o王 3 - 5
municlpal土t土es.

(3) This program would
be successful if a Pilot-Unit can shows

results of a benefitable perforTnanCe and a Smooth

operation by applying.simplified modern techniques in.

dairy farming and d畠iry production-distribution with the

tecbn土cal_ coopera七土on 王rom advanced countries.

This international technical_ cooperation will be

implementea in a Feasibility Study for master ‾planning

this Pilot Unit of Module for future development.

- 12 -



5. OBJECT工VES :

(1) GENERAL

To realize a Pilot Unit of Module in Dairy Agricultural

Development as Model in Cebu for future development in

othet reglOnS in the whole country.

(2) SpECエF工C

でo carry out

i･ The F/S for Model Dairy Agricultural Developrnent

(P土1ot 口n土t)

ii･ The Basic Design Of =nsta11ations, Description-

List of =tems( the =mplementation-Schedule)Benefits

and Costs Estimates,

_and
ProコeCt Evaluation

iii･_ JRec_ommendation for ProコeCt一工mplementation and the

F土n‾al Report

6. =TEM-DESCRIPTION

The study 土s expected to be､■ conducted 土n 10 months as

illustrated in the Project Schedule for F/S Studies by 10

englneerS and experts with a total 52 manmonths Which

formulat土on
would be considered as follows.

Site 王王ome

Survey Work

Final

Report

a. Tearn Leader

Cum Dairy Ag■r土cultur土st

b. Sub-Leader

cum Livestock Specialist

C

a

e

f

g

h

i

コ

Metro-Hydrologist

Agr.onomist

S.oil Scientist

Civil Engineer

Structural Designer

Cost Estimate Expert

Socio-Econom土s七

Doeumentat土on

Spec土al土st

2.5

2.5

2.5

2.5

2.5

2.5

2.5

2.5

2.5

2.5

25.0

-
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2.5

2.5

2.5

2.5

2.5

2.5

2.5

2.5

2.5

2.5

25.0

0.5

0.5

0.5

0.5

2.0



7. PROPOSED PROJECT SCl王EDULE FOR F/S STUD工ES

” 0 N T II S

2 3 4 5 6 7 8 9 10

1.5 months

Slヒe Survey

l■■■■■

F土nal

Reporヒ

Submj_sslon

& Sem土nar

Off土ce‾ Work

土n.Japan

0.5 month

-

1 monヒh

■■■-I t■■1-

J;.
Reporting

and Se∬止nar

工ncepヒ1on

Repott

PROPOSED F/S COMPONENTS :

Progress

Report

工

ェnterim

Report

A. HARDWARE STUDIES

l･ Basic=nfrastructures
such as roads･::Water supply etc.

2･ Center Lfor supporting activities such as animal

clinic, feeding research, dairy farming
research,

farm machinery, farm storages etc.

3･ Milk processing and distribution facilities.

Progress Draft

Report Final

ェ工 Report

Final

Report

B･ SOFTWARE STUDIES

l･ Dairy farming
system

2･ Breeding
and milking techniques

3･ production
and distribution

planning.



Annexes

i. ADCA Mission & Schedule

ADCA Mission

l.. Bogo ABE, Tearn Leader (Agriculturist)

2. エsamu KO=KE, Socio-Economist

Schedule

6 June (γue)

(Wed)

(Thu)

(Fr土)

10
”

(sat)

1 1
-'

(Sun)

12
Tt

(Hon')

13
-'

(℡ue)

14
n

(wed)

Arr土val王rom でokyo

Meeting with Undersecretary of D.A.

Meeting with PDC Officials

S土te Survey at Calavan. Alabang and

Los Banos

Meetings with Messrs. Furuya, Counsellor

and Bayashidat First S早Cretary Of Japan

Embassy

Departure 王or Cebu′ S土te Survey

Data Collection

Return to Manila

Meeting with PDC Officials

Departure from Manila for Tokyo

-
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2･ Copy of Letter

A Gjて/r､L:i TL:'^'.+i L)El 'ELC)PjllEl＼丁(｢C)一＼'SUL TAj＼TS JSSOC/,i T/0:＼'. (,1DCAノ

A(jdrcss∴く･34･4. S//ハ▲8ASjl/.

Jりハ■.A
T()･j:L'. T()I:)I). Jjr,1ー.㌔

T(,/: (I)i,/43き--ユ,-y(J

(oh/1(
,1Jdr(･∫J∴･4I)CJj

D/1 I/り0.＼■TO人')rO

June 13, 1959

l尽. C〇:てユニ:)()こ. G-〇='J.て

UDdcrsごごreta.T:,I of ⊃eつユニてmeエ七 of Agriculture

=pTe=i色cニ七, P'/iliT'Tirle‾ Dairy Corp⊂'ration

Sir,

SubJe･c七: ?roLiect-flin己inE
iJ'or

Jこ･つaneSe Tec加icBユ

Asこistance for つairy AEric.Lilt,urヒDevelopnenlt･

_
As per concluEic'エS Of olL-コee七iニE. Of.Tuニ白6, 1989,the

氾ssioェdespatchea b,J･ム○:A(AF:ricIJ1七ur己ユーTi)e･､relopneコ七Con5止t巳ntS

As〇oごiatio_Tl)for project-fir}己inE, ･L1丘er the- T,ごOFra;Ti OごJ巳paエeSe

七eごb=ical co〇pera七iorl in七be RepuLDli⊂ c)ごtI:1e P土iliっ℃ine£ baa

discllSSeまfurtber de七色ils o:7_ 'Iu申present si'tu巳七まorj and deveユop-

ment pr〇∈ra:芯 ○ご丘巳ir:: af=ric.Lユ七ure unaeT?⊃C Th'王tt･ field-surveさrS

to c巳ユ巳u巳コ(ni1ヒcc11ec七icニSi七e) and A1主b邑コF (SoIJ七her= TaF邑ユo.E

Milk_ Pl巳ニt) of PLeFion?.egiorl =V, tbe工塩iT/ Traiニ土n己エns七itllte

of Lc's三a丘c's C巳ⅢP･1S (Universit:; of?biliT.1PirleS) , aコ丘L〇1i-出1

in Ce-Du Of Re;ion VII vhere 30C)まairT COVS Till
-De

sO〇コ

irJtrOまucecl七o coo二)er乙tive ご邑neニニ.

三色Se己on res止七s of oじr fie1己-SIL-Veュrs,邑 まraft of七be

T.O.P.. (Terns cf
_qefe=･ence)

vi1ユbeニ己5e乙コまseニt tO.･v･○じr Side

by nex七n:)n七b, July 1989. Vi七b七his T.C.F･. your for正ule-tior_

for reo_ues七iriE; Japanese 巳SSis七乱nCeS irl七he 己S言,eC七 of丘己土ry

agricu1七ure 色evelc)pTier.i VC)止己be eごfec七ive.

Fina11y, ve eユ:Press Our appreCi己tions七o you arl丘yc)ur

且yneL血c staff foごValu邑ble a〇c皿e:ユtS 己rla iriforニ且tion= reTlまereま

七o our もeam.

Yonrs faithfully ,

)滋Aラe-Bo疋CI ABE, TeB血1eeLder

A=)CA !.Fissiorl

ー16
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3. List of Attendant Officials

l-. Hr. C. G. GOZUN

ロndersecretary of Department of Agriculture

2. Mr. L. R.- ROMANO

Direc与or, Region V=工, Department of Agriculture

3. Hr. ORAR

Assistant Directorl. ReglOn V==l Department of Agriculture

4. Ms. Naomi TORRETA

D土Ⅴ土s土on Chief. Operat土on Dept･ ∫ Ph土11土pe Dairy Corporation

5. Ms. ErruTla REM=TTO

Division Chief, Planning Dept･
I Phillipe Dairy Corporation

6. Ms. Jaime LOPEZ

ProjeCt Managerl Planning Dept･ , Phillipe Dairy Corporation

7. Mr. Damiano SAS=NE

Presiaent( Lolian Famersr Cooperative

8. FIS. Franklin B. ABL工BUT

Director of Dairy Training and Research =nstitute

･
University of Phili静与T?eS. Los Banos Campus

9. 11r. Akihiko FURUYA

Counsellor′ Embassy o王Japan

lO. Mr. Naoki EAYASH=DA

F土rst Secretary, Embassy o王Japan

ll. Hiss Masako

JOCVI Diagnostic Laboratory
-

Vaccine Production Unit

Department of Agriculture. ReglOn-Ⅴ==

-
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4･ Dairy Development pattern

Schematic DiagraTTlme OI Module

BaTangay

C山ster

75 heads

25 tarrns

5 ttr/a head

375 11〟d

Max 750 LIB

8a(a ngay

Baran9ay

Cluster

75 heads

25 tarns

5 1けJcShead

375 tliT]d

Max 750 !/d

Baranga〉l

Ministry o†

SD〇iat VVetiare

atld Development

1000 Ltr

Chiller

Fodder

1000しtr

Ch糾er

1DDD Ltr

Chilter

Fodder

100O uT

Chf=er

Receivino Tank

4000 ttr

Milk Processing Li`ne

l

▼

Spray Dγe｢

十
Stock'mo

▼

Packaglng/Baggfng

▼

Barangay

Cluster

75 heads

25 taTmS

5 1trldJhead

375 llr/d

!^ax 75O Ud

Baranga)′

Barangay

Cluster

75 heads

25 tarns

5托r/a/head

375 1trJd

h(,ax 75O I)a

BaTangay

i.

2.

3.

Components:

SOD m'(!king cows

100 lamlS

1
,OOO

一itrech恥er

4 unhs

4. Milk lankeT 2 ton

2 un托s

ら. M'1k pTDCeSSIT唱Pねnl

Ll,OOOけr/a

61 De!iveTY Van

4 ton tn)ck

2 un托s

7. Others

MARKET

OG)OG)○
-OMunicIPalities

_

1記 _

Churches.

NGC)s



TECHNICAL COOPERAT10N FOR AGRICULTURAL DEVELOPMENT

8Y THE JAPANESE GOVERNMENT

The present･day world economy is increasing一y becoming stror.Ply interdependent of each nation･ Japan･ too′

has hitherto heavilv relled
on other countries to develop her economy Through investment and trade･ Therefore, it is

indispensabLe tor this resource-Lackin9･nation
10 further solldifv her friendly reLations with other countries･

ln a bid 10 fulf川her responsib=lies in the vvorld economy, the Japanese Government is poslllVelv rendering

economic and Technical assistance lo deveLoplng COUntries･

To Lcope
with the rapid一y increasing POPUlalion and the deteriora-lng food situation on a g一obal scaLe, the

Japanese Government is promolin9 the -Agricu一tural Development Technical Cooperation'as an important part of

one so一ution to these problerns. Hovvever, as the number oi 9OVernment englneerS is limited,てeChnICaE eng暮neerS

trom various consulting COmPanies also partICipate in such governmental proiects.
The A9ricuJtural Deve一opment Consultant Association (ADCA) was estab一ished lO facil'ltate OVerSeaS teChnlCaI

cooperation for agrlCULtural development b＼′the Japanese Government with a membership of consutt汁1g
COm-

p∂nie5.

The out一ine and order of agrlCUltur∂l development -echnical cooperation rendered bv The Japanese Government

are as follows:

Reques=rom

Deve[oping Country

PrehrnlnarY Survey

Arrangement Of
Scope of V〉orks

Feasibility study

ImplerTlentat)On Pro9rarn

ProiヒCI Appraisal

Detai一 Design

CommencemenT Of

Construction Work

Supervision of
Construction V)ork

ProiecT
Flndlng

Master PJan

1) The proposal is prepared by The partner country and submitted

to the Japanese Government.

2) Project finding is conducted by the partner government direct一y

or by the Japanese consulting company subs'[dized
by the

Japanese Government.

1) lnvestigation of present agricultural conditions, collection of

information and data. reconnaissance of a_proposed site. and

other studies are carried out.

2) A Prenminarv Survey Report is compiled and submitted to the

Partne｢ 90Vernment･

3) The Japanese Government appropriaてeS the all budget and sends

personneL for a survey.

1)

2)

1)

2)

3)

A master plan is drafted and the next serl'es of survey of the

proJeCt Site is commenced according to pr'LOrity･

The drafting of
a master plan is somet'[mes omiTted･

A feasibility study inc山des a topographical survey, and investi･

gaてions of soi一s, water source, irrlgation, and drainage, etc･

A feasib‖ity study report is comph'ed and subm('tてed to the

Partner gOVernment･

Both the master pLan and feasibility study w川be carried out

by the consulting company with the expenses borne by the

Japanese Government.

り Based on the feasib‖ity study report. The parTner 9CNernment

w川decide whether to conduct the project COnCerned.

1) The
project appraisaL w川be performed by the World Bank,

Asian DevelopmenてBank, etc.. to decide on the amount of loan･

2) Either the partner government bears the expenses or the Japa･

nese Government extends a yen credit.

1) The expense for detail design will be appropriated from the

PrO)eCt Cost.

2) The detail design of the construction work wi[L be carried out

by the consulting company.
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